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平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度

日
本
及
び
東
洋
美
術
の
調
査
研
究
報
告

中
　
谷
　
伸
　
生

日
本
東
洋
美
術
調
査
研
究
班

日
本
及
び
東
洋
美
術
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

　

本
報
告
書
は
、
日
本
及
び
東
洋
美
術
史
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
、
新
資
料
紹
介
を

基
本
と
し
て
、
調
査
報
告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
関
西
大
学
文
学
部
教
授

の
中
谷
伸
生
（
美
術
史
）、日
本
東
洋
美
術
調
査
研
究
班
に
所
属
す
る
大
学
院
博
士
後

期
課
程
の
大
学
院
生
平
井
啓
修
（
鶴
亭
と
長
崎
派
の
研
究
）
と
の
二
人
で
報
告
書
を

作
成
し
た
。

〈
資
料
紹
介
〉

　

浜
田
杏
堂
の
画
帖
《
掌
中
延
寿
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）�

中
谷
伸
生

　

鶴
亭
款
記
《
菊
石
叭
々
鳥
図
》�

平
井
啓
修
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浜
田
杏
堂
の
画
帖
《
掌
中
延
寿
》

（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）

中
　
谷
　
伸
　
生

　

浜
田
杏
堂
（
明
和
三
年
〔
一
七
六
六
〕－

文
化
十
一
年
〔
一
八
一
四
〕）
筆
《
掌
中

延
寿
》
は
、
関
西
大
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
後
期
の
画
帖
で
あ
る
。
見
開

き
の
形
式
で
綴
じ
ら
れ
た
十
二
の
画
面
に
は
、
十
二
ケ
月
の
風
俗
・
風
物
が
描
か
れ

て
お
り
、
そ
の
作
風
は
写
生
派
、
す
な
わ
ち
四
条
派
の
写
生
と
な
っ
て
い
る
。
厚
紙

の
表
紙
に
綴
じ
ら
れ
た
十
二
の
画
面
は
、
紙
本
墨
画
淡
彩
で
、
表
紙
の
寸
法
が
縦
三

〇
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
九
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
見
開
き
の
画
面
は
縦

三
〇
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
表
紙
が
少

し
汚
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
画
面
の
傷
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
保
存
状
態
は
良
好
だ

と
い
っ
て
よ
い
。
制
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
人
画
家
の
杏
堂
が
四
条
派
風
の
絵

画
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
八
世
紀
末
頃
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
頃
を
相
前
後
す

る
後
半
生
の
作
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

厚
紙
を
用
い
た
表
紙
［
図
1
、
2
］
に
は
「
掌
中
延
寿　

東
洋
波
（
カ
）
岳
」
の

墨
書
に
よ
る
題
字
と
、「
東
洋
」
の
白
文
方
印
、「
波
（
カ
）
岳
」
の
朱
文
方
印
が
見

ら
れ
る
。
最
終
場
面
の
雪
景
色
の
左
下
に
「
杏
堂
」
と
墨
書
さ
れ
、「
正
綱
」
の
朱
文

円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
［
図
3
］。

　

主
題
は
「
十
二
ケ
月
図
」
と
い
う
こ
と
で
、
毎
月
の
風
俗
や
風
物
が
採
り
上
げ
ら

れ
、
簡
潔
明
瞭
な
ス
ケ
ッ
チ
風
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
場
面
は
「
松
鶴
旭
日
図
」［
図
4
］
で
、
画
面
中
央
に
鶴
が
一
羽
、
松
樹
の
幹

の
上
に
止
ま
り
、
首
を
傾
げ
て
餌
を
つ
い
ば
む
様
子
で
あ
る
。
付
立
を
用
い
た
鶴
の

足
な
ど
、
簡
潔
で
小
気
味
よ
い
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
背
後
に
は
赤
い
日
の
出
の
形

態
が
大
き
く
描
か
れ
る
。
文
人
画
的
要
素
を
含
め
た
写
生
的
作
風
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　

第
二
場
面
は
、「
稲
荷
狐
図
」［
図
5
］
で
、
右
側
に
狐
の
彫
像
が
配
置
さ
れ
、
中

央
に
は
絵
馬
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
も
の
は
、
代
赭
を
用
い
て
描
か
れ

た
赤
い
鳥
居
が
山
の
中
腹
ま
で
延
々
と
続
い
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
る
が
、
稲
荷
大

社
と
そ
の
深
い
森
の
描
写
で
あ
る
。
白
い
狐
の
像
は
、
あ
た
か
も
絵
馬
を
凝
視
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

第
三
場
面
は
「
雛
人
形
図
」［
図
6
］
で
、男
雛
と
女
雛
の
人
形
が
あ
で
や
か
に
描

か
れ
て
い
る
。
身
体
の
軸
を
斜
め
に
さ
れ
た
雛
人
形
は
、
軽
快
な
筆
致
で
か
た
ち
づ

く
ら
れ
、
杏
堂
の
瀟
洒
な
造
形
感
覚
が
露
わ
に
さ
れ
る
。
眼
や
口
な
ど
を
細
か
い
点

描
で
簡
潔
に
描
き
な
が
ら
、
二
人
が
着
る
衣
装
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
配
し
て
華

麗
で
あ
る
。
雛
人
形
の
帯
に
は
松
樹
の
模
様
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
て
、
複
雑
に
絡
み

合
う
線
描
の
繊
細
な
効
果
が
利
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
着
物
に
は
紫
や
朱
が
用
い

ら
れ
て
華
や
か
さ
が
増
し
て
い
る
。
人
形
の
足
下
に
は
大
き
な
蛤
が
二
つ
置
か
れ
て

い
る
。

　

第
四
場
面
は
「
月
と
時
鳥
図
」［
図
7
］
で
、画
面
右
に
は
片
ぼ
か
し
の
描
法
を
用

い
た
大
き
な
半
月
が
、
左
に
は
空
中
を
下
降
す
る
時
鳥
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）
が
描
か
れ

る
。
飛
翔
す
る
時
鳥
の
嘴
と
胸
に
は
黄
緑
の
色
彩
が
施
さ
れ
、
細
部
ま
で
丁
寧
に
描

か
れ
て
い
る
。

　

第
五
場
面
は
「
チ
マ
キ
・
柏
餅
・
蛍
図
」［
図
8
］
で
、
画
面
中
央
に
チ
マ
キ
が
大

き
く
描
か
れ
、
そ
の
傍
に
柏
餅
が
二
つ
添
え
ら
れ
た
。
チ
マ
キ
の
葉
に
は
蛍
が
一
匹

止
ま
っ
て
い
る
。
緑
と
焦
げ
茶
色
の
チ
マ
キ
の
彩
色
は
、
写
生
的
で
渋
い
描
写
と
な
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っ
て
い
る
。

　

第
六
場
面
は
「
禊
図
」［
図
9
］
で
、正
装
の
人
物
が
水
辺
で
禊
の
儀
式
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
物
の
服
装
に
は
紫
、
朱
、
藍
、
焦
げ
茶
が
用
い
ら
れ
た
。

　

第
七
場
面
は
「
盆
踊
り
図
」［
図
10
］
で
、蓑
傘
を
被
っ
た
踊
る
人
物
が
体
を
傾
け

な
が
ら
左
手
を
水
平
に
差
し
伸
ば
す
。
背
後
に
は
片
ぼ
か
し
の
技
法
に
よ
る
満
月
が

浮
か
ん
で
い
る
。

　

第
八
場
面
は
「
萩
と
月
影
図
」［
図
11
］
で
、淡
い
桃
色
の
萩
の
花
が
水
面
に
垂
れ

下
が
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
水
面
に
は
淡
い
藍
が
用
い
ら
れ
て
、
繰
り
返
し

円
を
描
く
よ
う
な
水
の
描
写
が
見
て
と
れ
る
。
全
体
と
し
て
は
月
影
の
情
景
だ
と
い

っ
て
よ
い
が
、
大
坂
四
条
派
の
西
山
芳
園
の
写
生
を
想
起
さ
せ
る
爽
や
か
さ
が
見
て

と
れ
る
。

　

第
九
場
面
は
「
菊
と
巾
着
図
」［
図
12
］
で
、手
前
に
亀
甲
模
様
の
入
っ
た
大
き
な

巾
着
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
奥
に
は
黄
色
い
花
を
際
立
た
せ
る
菊
花
が
力
強
く
伸
び
上

が
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

第
十
場
面
は
「
鹿
と
月
図
」［
図
13
］
で
、ス
ス
キ
の
生
い
茂
る
断
崖
の
上
に
鹿
が

お
り
、
夜
空
に
は
下
弦
の
月
が
浮
か
ん
で
い
る
。
眼
下
に
は
渓
流
が
ジ
グ
ザ
グ
に
流

れ
て
い
る
。

　

第
十
一
場
面
は
「
二
人
の
僧
侶
図
」［
図
14
］
で
、僧
侶
と
思
わ
れ
る
二
人
の
人
物

が
、
箒
を
持
ち
、
鉦
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
正
月
準
備
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
十
二
場
面
は
「
雪
景
色
図
」［
図
15
］
で
、降
り
積
も
る
雪
の
中
を
一
人
の
人
物

が
薪
を
背
負
っ
て
家
路
を
急
ぐ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
彼
方
に
は
屋
根
に
雪
が
積
も
っ

た
三
軒
の
農
家
が
見
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
四
条
派
に
典
型
的
な
余
白
部
分

（
こ
こ
で
は
雪
の
積
も
っ
た
平
野
）を
効
果
的
に
使
っ
た
雪
景
色
と
な
っ
て
い
る
。
同

時
代
の
四
条
派
画
家
の
横
山
清
暉
も
よ
く
描
い
た
雪
景
色
で
あ
る
。
画
面
左
下
に

「
杏
堂
」
の
墨
書
が
な
さ
れ
、「
正
綱
」
の
朱
文
円
印
が
捺
さ
れ
た
［
図
3
］。
以
上
、

こ
れ
ら
十
二
の
画
面
か
ら
は
、
大
坂
の
文
人
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
杏
堂
が
、
幕
末

の
写
生
派
に
棹
さ
す
画
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
［
図
16
］。

　

浜
（
濱
）
田
杏
堂
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
生
ま
れ
、
文
化
十
一
年
（
一

八
一
四
）
十
二
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
享
年
四
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
杏

堂
は
大
坂
の
人
で
、
幼
少
時
に
大
坂
の
医
師
浜
田
家
の
養
子
に
な
る
。
本
姓
は
名
和

氏
、
名
が
世
憲
、
字
が
子
徴
、
号
に
杏
堂
、
痴
仙
、
希
庵
で
あ
る
。
浜
田
家
に
入
っ

て
医
業
を
継
ぐ
傍
ら
、
大
坂
の
画
家
の
福
原
五
岳
（
一
七
三
〇

－

一
七
九
九
）
に
絵

画
を
学
び
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
頃
に
は
流
行
画
人
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
元

明
の
中
国
絵
画
を
学
ん
で
山
水
花
鳥
を
得
意
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関

し
て
は
、「
北
汀
嘗
て
其
の
蔵
す
る
所
の
明
人
の
墨
竹
を
携
へ
て
之
を
杏
堂
に
示
す
、

杏
堂
、
大
に
之
を
奇
と
し
、
自
ら
其
の
菊
を
臨
し
、
勾
勒
竹
を
補
し
以
て
北
汀
に
貽

る
、
気
韻
高
古
、
殆
ど
明
人
の
筆
に
逼
り
、
眞
に
雅
玩
た
り
き①
」（
あ
る
と
き
呉
北
汀

が
明
の
墨
菊
図
を
杏
堂
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
奇
な
り
と
し
た
が
、
そ
の
後
杏

堂
自
身
が
、
こ
の
図
に
勾
勒
で
描
い
た
竹
を
補
っ
て
呉
北
汀
に
贈
っ
た
と
こ
ろ
、
気

韻
高
古
の
雰
囲
気
が
あ
り
、明
人
の
筆
法
に
迫
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。）
と

い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
頼
山
陽
は
、
杏
堂
の
絵
画
に
つ
い
て
、「
尺

幅
渓
山
爾
許
長
、
雲
嵐
清
潤
墨
猶
香
、
何
妨
紙
尾
無
題
識
、
数
筆
知
吾
老
杏
堂②
」
と

記
し
て
い
る
。
杏
堂
が
元
明
の
絵
画
を
学
習
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
杏
堂

が
活
躍
し
た
時
代
に
『
江
邨
銷
夏
録
』
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
杏
堂
の
校
定

に
よ
る
中
国
画
論
の
書
籍
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
各
時
代
に
わ
た
る
中
国
の
画
家
た
ち



一
〇
〇

と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
の
網
羅
的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
知
識
と
い

う
点
で
は
、
杏
堂
が
中
国
絵
画
に
つ
い
て
如
何
に
博
識
で
あ
っ
た
か
が
理
解
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　

杏
堂
晩
年
に
出
版
さ
れ
た
田
能
村
竹
田
の
『
山
中
人
饒
舌
』（
文
化
十
年
・
一
八
一

三
）
に
お
い
て
、「
大
雅
池
翁
に
至
っ
て
は
則
ち
其
躅
を
踵
ぐ
者
、
五
岳
福
元
素
最
も

著
は
る
。
杏
堂
、
春
嶽
、
熊
嶽
の
数
子
皆
五
岳
の
門
よ
り
出
づ
と
い
ふ
。」
と
杏
堂
の

師
弟
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

藤
岡
作
太
郎
は
、『
近
世
絵
画
史
』
に
お
い
て
、「
濱
田
杏
堂
、
名
は
世
憲
、
字
は

子
徴
、
通
称
を
希
庵
と
い
ひ
、
別
に
痴
仙
の
号
あ
り
、
医
を
業
と
す
。
幼
よ
り
畫
を

好
み
て
福
原
五
岳
等
に
学
び
、
か
つ
行
書
を
よ
く
す
、
山
水
蕭
疎
に
し
て
頗
る
気
韻

あ
り
、
文
化
十
一
年
、
四
十
九
歳
に
し
て
没
す③
。」
と
述
べ
て
い
る
。
杏
堂
は
、
木
村

蒹
葭
堂
、
森
川
竹
窓
、
谷
文
晁
、
篠
崎
小
竹
ら
と
交
流
し
て
い
る
が
、
墓
碑
銘
に
刻

ま
れ
た
碑
文
は
、
小
竹
が
撰
し
、
竹
窓
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
杏
堂
は
行
書
や
詩

文
に
も
す
ぐ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
能
も
よ
く
し
た
と
い
う
。
墓
所
は
高
津
中
寺

町
の
法
雲
寺
で
あ
る
。
蒹
葭
堂
没
後
の
十
三
回
忌
書
画
展
に
は
、「
淡
鋒
山
水
図
」
を

出
品
し
た
。

　

以
上
、
杏
堂
の
画
帖
《
掌
中
延
寿
》
は
、
江
戸
後
期
の
写
生
派
の
流
れ
に
立
つ
絵

画
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
京
狩
野
の
狩
野
永
岳
で
さ
え
、
写
生
派
の
作
風

を
身
に
つ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
流
派
の
枠
組
が
徐
々
に
崩
壊
し
て

い
く
。
数
多
く
の
文
人
画
に
よ
る
山
水
図
を
描
い
た
杏
堂
が
、
四
条
派
風
の
写
生
に

お
い
て
も
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
こ
と
は
、
江
戸
後
期
、
と
り
わ
け
流
派
意
識
が
緩
や

か
な
大
坂
と
い
う
風
土
に
お
い
て
、
文
人
画
派
や
四
条
派
な
ど
の
各
派
が
融
合
す
る

流
れ
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
杏
堂
の
《
掌
中
延
寿
》
は
そ
の
一

例
で
あ
る
。

注①　

荒
木
矩
『
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑　

伝
記
上
編
』、
第
一
書
房
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九

七
五
）、
八
六
四
頁
。

②　

同
書
、
八
六
四
頁
。
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
大
坂
画
壇
』、
同
朋
舎
、
昭
和
五
十

八
年
（
一
九
八
三
）、
二
八
八
頁
。

③　

藤
岡
作
太
郎
『
近
世
絵
画
史
』、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）、
二
四
二
頁
。
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〔図 2〕　表紙落款 〔図 1〕　《掌中延寿》表紙

〔図 3〕　最終（12番目）場面落款
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二

〔図 4〕　松鶴旭日図（第 1）

〔図 5〕　稲荷狐図（第 2）
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三

〔図 6〕　雛人形図（第 3）

〔図 7〕　月と時鳥図（第 4）
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四

〔図 8〕　チマキ・柏餅・蛍図（第 5）

〔図 9〕　禊図（第 6）
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五

〔図10〕　盆踊り図（第 7）

〔図11〕　萩と月影図（第 8）
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六

〔図12〕　菊と巾着図（第 9）

〔図13〕　鹿と月図（第10）
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七 〔図15〕　雪景色図（第12）

〔図14〕　二人の僧侶図（第11）
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八

〔図16〕　雛人形図部分



一
〇
九

鶴
亭
款
記
《
菊
石
叭
々
鳥
図
》

平
　
井
　
啓
　
修

　

関
西
大
学
美
学
美
術
史
研
究
室
所
蔵
の
鶴
亭
款
記
《
菊
石
叭
々
鳥
図
》〔
図
一
〕
は

紙
本
墨
画
淡
彩
で
、
本
紙
の
寸
法
が
縦
一
二
七
・
四
×
横
四
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
作
品
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
な
ぜ
本
図
を
鶴
亭
筆
で
は
な
く
鶴
亭
款
記
と
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
図
の
署
名
は
「
寉
亭
」
で
、「
寉
洲
圖
書
」（
朱

文
円
印
）
と
「
張
善
農
印
」（
白
文
方
印
）
の
二
印
を
捺
し
、
遊
印
は
「
□
端
造
化
」

（
朱
文
楕
円
印
）
で
あ
る
。
署
名
に
あ
る
「
寉
亭
」
と
は
鶴
亭
〔
享
保
七
年
（
一
七
二

二
）
～
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）〕
の
こ
と
で
あ
り
、延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
上

方
に
帰
着
し
、
南
蘋
風
を
初
め
て
上
方
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
印
文
に

出
て
く
る
「
寉
洲
」
は
、『
画
乗
要
略
』
の
鶴
亭
の
項
に
、「
鶴
亭
名
浄
光
字
海
眼
・・・

弟
子
鶴
洲
名
農
字
登
穀
其
弟
子
鶴
翁
名
亮
字
公
明
美
濃
人
善
梅
竹
蘭
菊
及
雜
畫
」
と

名
前
が
出
て
く
る
鶴
洲
〔
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
～
？
〕
の
こ
と
で
あ
り
、
鶴
亭

の
弟
子
で
あ
る
。
美
濃
国
上
大
久
知
町
の
酒
造
業
の
家
に
生
ま
れ
、
俗
名
は
山
田
治

右
衛
門
で
萬
福
寺
に
入
っ
て
黄
檗
僧
と
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
本
図
は
鶴
亭
が
署

名
し
、
鶴
洲
が
印
章
を
捺
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
署
名
部
分
を
よ
く
見
る
と
、

「
亭
」の
周
辺
部
の
本
紙
に
楕
円
形
状
の
線
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
本
紙
を
削
っ
た

跡
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
元
々
、「
洲
」
の
字
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
削

っ
て
「
亭
」
に
書
き
直
し
、
鶴
洲
作
品
を
鶴
亭
作
品
に
変
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
印
章
部
分
を
改
変
す
る
の
は
困
難
な
た
め
そ
の
ま
ま
に
し

た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
に
奇
妙
な
落
款
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
本

図
は
鶴
亭
筆
で
は
な
く
、
鶴
亭
款
記
と
し
て
い
る
。
で
は
、
本
図
は
鶴
洲
の
作
品
と

し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

鶴
洲
の
他
の
作
品
を
確
認
す
る
と
、《
松
上
鶴
図
》
に
「
寉
洲
圖
書
」（
朱
文
円
印
）

が
捺
さ
れ
て
お
り
、
形
も
よ
く
似
て
い
る
が
、
手
元
の
資
料
で
は
印
章
を
は
っ
き
り

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
同
一
印
と
判
断
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
鶴
洲
が
時
期
に

よ
っ
て
印
章
を
使
い
分
け
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、《
松
上
鶴
図
》
で
は
署
名
が

「
鶴
亭
農
」
と
な
っ
て
い
る
が
、《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
で
は
「
寉
亭
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
寉
」
の
字
は
書
き
直
し
た
跡
が
な
く
元
々
書
か
れ
て
い
た
も
の
な
の
で
、「
鶴
」
の

字
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
師
の
鶴
亭
の
場
合
、
初
期
の
頃
に
「
鶴
」
の
字
を
使
用
し
、

後
年
に
「
寉
」
の
字
へ
と
変
化
す
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
印
章
が
変
化
す
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
鶴
洲
に
も
こ
の
傾
向
が
当
て
は
ま
る
と
は
言
え
な
い
が
、「
鶴
」
の
字

の
違
い
だ
け
で
は
贋
作
と
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
鶴
洲
は
鶴
亭
よ
り
善
農
の

号
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、「
善
農
」（
白
文
方
印
）
を
捺
し
た
作
品
は
存
在

す
る
が
、「
張
善
農
印
」（
白
文
方
印
）
を
捺
し
た
作
品
は
い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
で
き

な
い
。
あ
ま
り
多
く
の
作
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
鶴
洲
が
こ
の
印
章
を

使
用
し
た
可
能
性
は
残
る
。
落
款
に
関
す
る
こ
と
で
は
、《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
に
は
朱

文
と
白
文
の
印
章
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
と
遊
印
を
一
つ
捺
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
の

鶴
洲
作
品
と
共
通
し
て
お
り
、
鶴
亭
作
品
に
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
。

　

作
風
の
点
か
ら
も
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
を
詳
細
に

分
析
し
、
そ
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
画
面
下
の
土
坡
か
ら
上
方
に
向
け
て
長

細
い
岩
が
あ
り
、
先
端
部
分
は
右
に
向
け
て
ふ
く
ら
み
を
見
せ
て
い
る
。
岩
は
太
め

の
墨
線
で
、
か
す
れ
を
活
か
し
た
勢
い
の
あ
る
筆
で
描
か
れ
て
お
り
、
濃
墨
の
墨
点

で
輪
郭
線
に
沿
っ
て
点
苔
を
描
い
て
い
る
。
先
端
の
ふ
く
ら
み
の
部
分
に
は
、
画
譜



一
一
〇

か
ら
転
用
し
た
と
思
わ
れ
る
姿
の
叭
々
鳥
が
一
羽
と
ま
っ
て
い
る
。
岩
の
背
後
に
は

背
の
高
い
菊
が
生
え
て
お
り
、
薄
桃
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
葉
は
水
気
の
多
い

筆
で
大
体
の
形
を
示
す
よ
う
に
描
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
そ
の
上
か
ら
葉
脈
を
表

す
線
を
引
く
こ
と
で
、
葉
で
あ
る
こ
と
が
認
識
で
き
る
。

　

本
図
と
類
似
し
た
作
風
の
鶴
洲
作
品
は
い
ま
の
と
こ
ろ
目
に
し
て
い
な
い
。
先
程

紹
介
し
た
《
松
上
鶴
図
》
は
、
松
の
上
に
鶴
が
一
羽
と
ま
っ
て
い
る
様
子
を
描
い
た

著
色
画
で
あ
る
。
類
似
し
て
い
る
点
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
松
の
幹
や
枝
の
輪
郭
線

上
に
点
苔
を
数
多
く
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
全
体
に
適
度
に
描
く
の
で
は
な
く
、

集
中
的
に
描
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
は
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
《
松
上
鶴
図
》
と

同
じ
「
善
農
」（
白
文
方
印
）
を
捺
す
の
が
、神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の
《
白
梅
黄
鳥

図
》
で
あ
る
。「
寉
洲
農
」
の
署
名
に
「
鶴
洲
圖
書
」（
朱
文
方
印
）
と
「
善
農
」（
白

文
方
印
）
を
捺
す
。
こ
ち
ら
の
「
鶴
洲
圖
書
」
印
は
方
印
で
あ
り
、
同
じ
印
文
の
印

章
を
複
数
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
本
図
は
墨
画
で
あ
り
、
濃
淡
を
活

か
し
て
梅
の
幹
を
描
き
、背
景
に
薄
墨
を
刷
い
て
霞
を
表
現
し
て
い
る
。
鶴
亭
の《
白

梅
黄
鳥
図
》
と
似
た
雰
囲
気
を
持
っ
て
お
り
、
鶴
洲
は
鶴
亭
か
ら
強
い
影
響
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

こ
こ
で
、《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
と
作
風
が
類
似
す
る
鶴
亭
の
作
品
も
挙
げ
て
お
く
こ

と
に
す
る
。
ま
ず
は
、
鶴
亭
が
善
農
を
名
乗
っ
て
い
た
時
期
に
描
い
た
墨
画
淡
彩
の

《
菊
石
黄
鳥
図
》
と
比
較
す
る
。「
崎
江
寉
亭
農
」
の
署
名
に
「
五
字
菴
」（
朱
文
方

印
）
と
「
寉
亭
圖
書
」（
白
文
方
印
）
の
二
印
を
捺
す
。「
寉
亭
農
」
や
「
寉
亭
圖
書
」

は
「
寉
洲
農
」
や
「
寉
洲
圖
書
」
と
類
似
し
て
お
り
、
署
名
や
印
文
に
関
し
て
も
鶴

亭
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
画
面
に
目
を
移
す
と
、
土
坡
の
上

に
直
角
に
曲
が
っ
た
岩
が
あ
り
、
黄
鳥
が
一
羽
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
背

の
高
い
菊
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
お
り
、
背
景
に
余
白
を
残
し
な
が
ら
薄
墨
を
刷

い
て
い
る
。
本
図
で
は
菊
の
葉
の
表
現
に
注
目
し
た
い
。
水
気
の
多
い
筆
で
大
雑
把

に
葉
の
形
を
描
き
、
そ
の
上
か
ら
葉
脈
を
描
い
て
葉
を
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
の
方

法
は
《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
岩
に
小
禽
が
と
ま
っ
て
い
る
こ

と
や
そ
の
背
後
に
背
の
高
い
菊
を
配
置
す
る
構
図
も
共
通
し
て
い
る
。

　

次
に
、
鶴
亭
筆
《
四
君
子
・
松
・
蘇
鉄
図
》
中
の
〈
菊
図
〉
と
の
比
較
に
移
る
。
本

図
は
鶴
亭
が
浄
博
を
名
乗
っ
て
い
た
時
期
の
作
品
で
あ
る
が
、
年
紀
か
ら
宝
暦
十
一

年
（
一
七
六
一
）
の
作
と
わ
か
り
、
善
農
を
名
乗
る
少
し
前
の
作
品
で
あ
る
。
鶴
亭

が
善
農
を
名
乗
っ
て
い
た
時
期
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
～
明

和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
間
と
な
っ
て
い
る
。〈
菊
図
〉
は
、「
如
是
道
人
博
」
の
署

名
に
「
浄
博
之
印
」（
白
文
方
印
）、「
墨
翁
道
人
」（
朱
文
方
印
）
の
二
印
を
捺
す
。
土

坡
か
ら
細
長
い
岩
が
画
面
上
方
に
伸
び
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
背
の
高
い
菊
が
生
え

て
い
る
。
太
い
墨
線
で
縦
長
の
岩
を
描
く
点
や
そ
の
輪
郭
線
上
に
墨
点
で
点
苔
を
打

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
よ
く
似
て
い
る
。
本
図
は
墨
画
で
あ
る
が
、
菊
の
葉
を
水
気

の
多
い
淡
墨
で
描
い
た
上
か
ら
濃
墨
で
葉
脈
を
表
す
線
を
引
い
て
い
る
点
も
類
似
し

た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
菊
の
全
体
的
な
姿
が
よ
く
似
て
お
り
、
同
じ
画
譜
を
用
い

た
か
、
も
し
く
は
鶴
洲
が
鶴
亭
の
作
品
を
参
考
に
し
て
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
鶴
亭
の
《
墨
菊
図
》
を
二
点
と
り
あ
げ
た
い
と
思
う
。
両
図
と
も
「
寉

亭
」
の
署
名
に
「
五
字
菴
」（
朱
文
方
印
）
と
「
浄
光
之
印
」（
白
文
方
印
）
の
二
印

を
捺
す
。
ま
ず
は
継
松
寺
所
蔵
の
《
墨
菊
図
》
か
ら
見
て
い
く
と
、
画
面
右
側
か
ら

上
方
に
向
け
て
菊
が
生
え
て
い
る
。
先
程
の
〈
菊
図
〉
と
同
様
に
、
葉
を
水
気
の
多

い
淡
墨
で
描
い
た
上
か
ら
、
濃
墨
で
葉
脈
を
描
い
て
い
る
。
最
上
部
に
花
を
咲
か
せ

て
い
る
点
や
そ
の
背
後
に
生
え
る
細
長
い
葉
も
、《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
や
本
稿
で
と
り



一
一
一

あ
げ
た
鶴
亭
が
菊
を
描
い
て
い
る
作
品
と
共
通
し
て
い
る
。
も
う
一
方
の《
墨
菊
図
》

は
、
土
坡
の
上
に
非
常
に
太
い
墨
線
で
縦
長
の
岩
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
背

の
高
い
菊
が
生
え
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
菊
の
葉
の
描
き
方
は
、
継
松
寺
所
蔵
の
《
墨

菊
図
》
と
同
様
で
あ
る
。
岩
に
は
濃
墨
で
点
苔
を
打
っ
て
い
る
点
も
、《
菊
石
黄
鳥

図
》
と
類
似
し
て
い
る
。
最
上
部
に
描
か
れ
て
い
る
大
輪
の
花
の
形
状
や
そ
の
背
後

の
細
長
い
葉
の
形
状
も
共
通
し
て
お
り
、
類
似
し
た
作
風
と
言
え
る
。

　

作
風
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
と
、《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
で
は
縦
長
の
岩
を
描
き
、

そ
の
輪
郭
線
に
は
点
苔
が
部
分
的
に
集
中
し
て
打
た
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
岩
の
背

後
に
菊
を
配
置
す
る
と
い
う
重
層
的
な
構
図
を
と
り
、
菊
の
葉
は
水
気
の
多
い
筆
と

葉
脈
で
表
す
特
徴
的
な
描
き
方
を
し
て
い
る
。
鶴
洲
の
《
松
上
鶴
図
》
と
は
「
寉
洲

圖
書
」（
朱
文
円
印
）
が
同
一
印
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、点
苔
を
部
分
的
に
集
中
し

て
描
く
点
で
共
通
し
て
い
る
。
鶴
亭
が
菊
を
描
い
た
作
品
で
は
、《
菊
石
黄
鳥
図
》
は

岩
に
小
禽
が
と
ま
り
、
そ
の
背
後
に
菊
を
描
く
重
層
的
な
構
図
、
葉
の
特
徴
的
な
描

き
方
な
ど
多
く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
墨
画
淡
彩
で
あ
る
こ
と
も
、
両
図

の
雰
囲
気
の
類
似
性
に
加
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
鶴
亭
の
墨
で
描
い
た
菊
図
に
お
い

て
も
、
葉
の
特
徴
的
な
表
現
や
岩
の
描
写
、
重
層
的
な
構
図
な
ど
が
類
似
し
て
お
り
、

《
菊
石
叭
々
鳥
図
》は
鶴
亭
の
影
響
下
に
あ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た

だ
し
、
岩
を
描
く
墨
線
は
鶴
亭
の
も
の
と
比
べ
る
と
拙
く
、
花
の
表
現
も
異
な
っ
て

い
る
。
花
の
ぼ
か
し
に
関
し
て
も
、
善
農
期
以
降
の
鶴
亭
作
品
と
比
べ
る
と
明
ら
か

に
技
量
が
劣
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
は
鶴
洲
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

鶴
亭
の
作
品
に
し
て
は
画
技
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
が
、
そ
の
作
風
は
鶴
亭
の
も

の
を
忠
実
に
受
け
継
い
で
お
り
、
鶴
洲
筆
と
し
て
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。
落
款
に

関
し
て
も
、
本
紙
の
状
態
か
ら
「
洲
」
の
字
を
削
っ
て
「
亭
」
の
字
を
書
い
た
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
鶴
洲
か
ら
鶴
亭
へ
の
款
記
の
改
変
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
《
菊
石
叭
々
鳥
図
》
は
、
鶴
亭
の
作
風
が
そ
の
弟

子
に
お
い
て
い
か
に
受
け
継
が
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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図 1　《菊石叭々烏図》
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図 2　《菊石叭々烏図》（部分）
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四

図 4　《菊石叭々烏図》（遊印）

図 3　《菊石叭々烏図》（落款）


